
令和 元 年第４回おいらせ町議会定例会 

 

 

一 般 質 問 通 告 書 （ ７人 ） 

 

順 位 議 席 議 員 氏 名 質 問 方 式 

１席 ７番 日野口 和 子 議員 一問一答方式 

２席 ３番 馬 場 正 治 議員 一問一答方式 

３席 １４番 松 林 義 光 議員 一問一答方式 

４席 １０番 吉 村 敏 文 議員 一問一答方式 

5 席 15 番 
 山   忠 議員 

（通告の取り下げ） 
一問一答方式 

6 席 ８番 平 野 敏 彦 議員 一問一答方式 

7 席 ４番 澤 上   訓 議員 一問一答方式 



令和 元 年第 ４ 回定例会 一般質問 

１ 

 

順位 １席 
議員 

氏名 
６番  日野口 和子 質問方式 一問一答方式 

１ 倒壊の恐れのある「空き家」の実態は。 

（１） 町内の空き家は現時点で何軒あるのか。 

 

（２） 倒壊の恐れのある空き家は何軒か。 

 

（３） 現地調査は実施されたのか。 

 

（４） 居住可能な空き家は何軒か。 

 

（５） 一部破損であっても小規模な修繕で居住可能の家は何軒か。 

 

（６） 居住不可の住宅に対して町はどのような考えをもっているのか。 

 

（７） 寒さが一段と厳しくなり、火を使う時期にあります。火災の心配も考えられるが、

どのような対応を考えておるのか。 

 

２ 交通弱者、買物難民の高齢者への対策は。 

（１） 現在町内の高齢化はどのように推移しているのか。 

 

（２） 免許返納により生じる買い物や病院へ通う度に不便をかかえているいわゆる交通

弱者、買物難民の方々への対応はどうなっているのか。 

 

（３） 一人暮らしの高齢者は不便かつ不安な思いで日々暮らしています。玄関から玄関

つまり家から病院、病院から家への交通の不便を解消するよう温い対応が必要と思

うが、今日財政難と承知の上で熟慮願いたく声をあげました。お考えをお聞かせ下

さい。 

 

３ 「産後ケア事業」の実施見通しは。 

（１） 出産後の母親が子どもに対し、心身のケアや育児相談を行う「産後ケア事業」

の実施は、現在、各自治体の任意事業が今後努力義務とする母子保健法成案が国

会に提出される見通しとなりました。産後のうつ病や虐待を防ぐ狙いもあると考

えられます。 

当町は、どのような考えをもっているのか。また、実施する方向にあるのか共に

お答えください。 



令和 元 年第 ４ 回定例会 一般質問 

２ 

 

順位 ２席 
議員 

氏名 
８番  馬 場 正 治 質問方式 一問一答方式 

１ 公共施設のバリアフリー化について 

（１） 庁舎を含む公共施設全般について、その現状と対策はどうなっているのか。 

 

（２） この問題に対する町の考えと今後の計画について。 

 

２ 町の財政計画について 

（１） 今年 10 月に実施した住民懇談会における町民の反応はどうだったのか。 

 

（２） 町の財政悪化に対して対応が遅れた原因は何か。 

 

３ 「子育てしやすい町」をめざす考えとその政策について 

（１） 子育てに適した環境づくりのための取り組みについて、すでに実施している施

策と今後の計画を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



令和 元 年第 ４ 回定例会 一般質問 

３ 

 

順位 ３席 
議員 

氏名 
１４番 松 林 義 光 質問方式 一問一答方式 

１ 木ノ下中学校講堂改築について 

（１） 木ノ下中学校講堂改築は、町の計画によると、令和 7 年度工事着手、翌年度より

使用開始となっていますが、改築時期を早める考えはないか。 

 

２ イベントの検証について 

（１） 日本一の鮭まつりは昭和 60 年の開始、全国将棋まつりは昭和 61 年の開始で、

両イベント共、今年で 34 回目となりますが、縮小も含め、検証する考えはないか。 

 

３ 各小学校への冷房設置について 

（１） 当町において、各小学校の冷房設置はパソコン教室に１基設置されているのが実

態です。 

現在、国では酷暑対策として設置費の３分の１の補助金、更に自治体負担金の一

部を地方交付税で財政支援しております。補助金を活用し、年次計画で各小学校に

冷房設置を推し進める考えはないか。 

 

（２） 全小学校の普通教室に冷房設置となると、町の持ち出し財源はどのくらいになる

のか（概算額）。 
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４ 

 

順位 ４席 
議員 

氏名 
１０番 吉 村 敏 文 質問方式 一問一答方式 

１ 都市計画について 

（１） 都市計画はどの様に進んでいるか。 

 

（２） 定住増に向けての農地法区域、市街化調整区域の緩和見直しが必要と思うが、町

の考えは。 

 

２ 合併特例債活用について 

（１） ９月議会で屋内ドーム凍結が決定したが、今後どう活用するのか。 

 

３ 町民プールについて 

（１） 今年の利用人数は。 

 

（２） 学校プールの利用人数は。 

 

（３） 小中学生に着衣水泳を体験させてはどうか。 

 

４ 国道 338 号歩道整備について 

（１） 完成時期はいつ頃になるか。 

 

（２） 復興枠での整備と思うが期間内に完成するのか。 

 

（３） 最重点箇所から整備進めるべきと考えるが、県のほうに要請する考えがないのか。 
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５ 

 

順位 ５席 
議員 

氏名 
１５番  山  忠 質問方式 一問一答方式 

 

（通告の取り下げ） 
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６ 

 

順位 ６席 
議員 

氏名 
６番 平 野 敏 彦 質問方式 一問一答方式 

１ 地方分権改革の取り組みについて 

（１） 地方分権改革は、国と地方の関係が「対等・協力」の関係に変わり、機関委任事

務制度が廃止となりました。また地方に対する規制の緩和や国などの事務・権限の

委譲が進められ、平成 26 年からは、全国的な制度改正の提案を広く募る「提案募

集方式」が導入されております。町の地方分権改革の取り組みの状況について町長

の所見をお伺いいたします。 

 

（２） 「提案募集方式」は、町の課題を発見し、法律・制度の改善を内閣府に提案し、

おいらせ町の実情に応じた独自の施策を展開するためにも大変有効であります。内

閣府地方分権改革推進室参事官を講師に招き、町職員・議会・町の関係団体等に呼

びかけ研修会を開催してはどうか。 

 

２ おいらせ町新年度予算編成方針と町長の重点施策は 

（１） 新年度予算編成の方針について、お伺いいたします。 

 

（２） 新年度予算に計上される重点施策について、お伺いいたします。 

 

（３） 町総合計画の前期実施計画が新年度予算にどのように示されるのか。 

 

（４） 31 年度予算で町補助団体の補助金が 10 パーセント削減となったが、新年度の

対応は。 

 

（５） 経常収支比率が 30 年度 95.1％となり、元年度が 98.3％、２年度 97.9％、３

年度 98.2％と推移する見込みである。財政が硬直化し、危険な財政状況が示され

ておりますが、給食費の無料化が大きな要因ではないか。 

 

（６） 町の財政計画では、元年度以降の収支見込みでは 2 億円以上の財源不足となって

いる。財政運営においては最悪の状態である。収入確保に全力で取り組むと同時に、

「給食費の無料化」を見直し、健全財政の確立を優先すべきではないか。 

 

３ 平成合併『人口減加速』の新聞報道について 

（１） 総務省研究会が昨年 7 月、複数市町村で構成する「圏域」を新たな行政主体とし

て法制化する構想を発表。大合併に似ているため日弁連は同 10 月、実現すれば小

規模市町村が衰退すると、批判する意見書をまとめているとあります。町長は「明

るく元気で持続可能なまち」を掲げておりますが、今後の町の方向についてお伺い

いたします。 

 

（２） 新聞報道によると、合併により旧町村の人口減少率が高かったのは、役場がなく

なった影響で公務員減少や商店廃業、事業所閉鎖などが起き、地域が衰退したのが

主な原因とあります。新庁舎について、分庁舎や北部出張所は廃止になると思われ

るが、その後の対策についてお伺いいたします。 
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７ 

 

順位 ７席 
議員 

氏名 
３番 澤 上   訓 質問方式 一問一答方式 

１ 安心・安全な町づくりについて 

（１） 新聞紙上に公表された政府地震調査委予測の中に、青森県東方沖及び岩手県沖北

部のマグニチュード７.９クラスの地震が５～３０％、７～７.５程度は９０％以上

と、今後３０年間で起こる可能性を指摘されていました。また、青森県が「千年に

一度」の豪雨により氾濫した場合の洪水浸水想定区域の一つに、奥入瀬川を指定し

公表された新聞記事に対し、非常に危機感を感じているが、町はどのように考えて

いるのか。 

 

（２） 津波対策については、３.１１を教訓に、現在青森県が堀切川付近で、奥入瀬川地

震・高潮対策河川工事を行っているようです。しかし、私が懸念しているのは、「千

年に一度」の豪雨で上流から流れてくる水の氾濫防止策です。これまでの土砂堆積

等でできた、いわゆる中州が大きくなってきており、その上に樹木も生茂り、氾濫

の危険性を感じざるを得ないというのが周辺に住む住民の悩みの種でもあります。

このことについて、町はどのように考えているのか。 

 

（３） 十和田市、六戸町、おいらせ町が合同でスクラムを組み、青森県に対して中洲の

樹木伐採並びに、土砂の掘削等を陳情していこうとする考えが、町にないか問う。 

 

（４） 昔の話になりますが、旧百石町において洪水があり、町なかを船で渡っている写

真を見た記憶があります。よく話を聞くと、洪水の原因は、明神川からの氾濫が原

因のようです。私は、てっきり奥入瀬川からの氾濫だと思っておりました。今現在、

県がコメリ付近の明神川流域防災工事で、川の拡幅工事が行われているようです。

同工事は、間木堤の方へ向かって行われる予定なのか、今後どのような計画になっ

ているのか県からの情報をお知らせいただきたい。 

 

２ 町の財政計画について 

（１） 先般行われた議員全員協議会において、町の財政計画が公表された。借金である

地方債残高が、2024 年度は 77 億 4,300 万円に減るが、25 年度は役場新庁舎

建設を想定し、100 億 7,900 万円に増えると見込んだ記事が新聞にも掲載されて

いた。 

    財政が大変だから、多目的ドーム建設を凍結し、ドームよりお金がかかる庁舎を

建設するという考え方に、違和感を覚えるのは私だけなのでしょうか。もう一度、

町の考えをお聞きしたい。 

 


